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In order to forecast earthquakes, it is necessary to estimate more accurately the structures of the crust, such as the 

shape of reflectors and active faults. In the northern part of the Kinki region, dense seismic observation has been 

conducted, and we can estimate them with improved resolution. Using the data obtained from this observation 

network, we did a reflection analysis in the west coast region of Lake Biwa and Tamba region. As a result of the 

analysis, we found a distinct S wave reflector in the Tamba region. Furthermore, we found that the extent of this 

reflector is consistent with that of epicentral distribution in the Tamba region. 

 

1.	
 はじめに	
 

	
 内陸地震の発生を予測する上で，真実に近い内

陸地震の発生過程モデルを構築する事は重要で

ある．しかし，依然として地震の主な発生の場で

ある地殻の構造は未解明な部分が多く，地震の発

生予測を困難なものにしており，活断層や反射面

の形状など地殻の構造をより正確に推定する必

要がある．近畿地方北部ではおよそ 5 km間隔と

いう，稠密な地震観測が行なわれており，その観

測網によって質の良い大量のデータが得られて

いる．本研究では，この観測網で得られた近地地

震データを用い，地殻内の S波反射構造を推定す

る目的で反射法解析を行なった．解析期間は，

2009年 2月〜2011年 2月であり，主な解析対象

領域は，丹波地域及び琵琶湖西岸地域である． 

2.	
 手法	
 

	
 本研究では，先行研究である佐々木（2011，昨

年度修士論文）の振幅補正処理において急激に振

幅が大きくならない場合には正規化により反射

波を消してしまっていることが明らかとなった

ため，振幅補正処理を変更し解析を行なった．ま

た，東西・南北約 60 kmの範囲に東西と南北それ

ぞれ 11 の測線をとることができたため，解析の

分解能が向上し，反射面の 3次元的なイメージン

グが可能となった．さらに，波形を測線ごとに反

射点の順番に並べ，東西測線と南北測線で反射の

強い部分の深さを比較する事により，測線ごとに

得られた結果の検証を行い信頼できる反射面の

分布を推定する事ができた． 

3.	
 結果	
 

	
 S 波反射面は，京都府と大阪府の県境付近から

北東方向に京都府中部までの広範囲の地下約

23km〜28km の間に分布しており，若干波打っ

ているが，ほぼ水平である事が明らかとなった．

また，この反射面は，丹波地域における微小地震

発生域と概ね一致している事も明らかとなった． 


